
凝
血
の
温
泉
に
関
す
る
文
畢

支
那
の
温
泉
ビ
い
へ
ぼ
p
何
人
も
鑑
に
慌
山
の
温
泉

を
思

ひ浮
ぶ
を
常
ど
す
｡
賓
に
此
の
温
泉
こ
そ
彼
の
癌

の
玄
宗
皇
帝
/̂J
梯
薯
妃
ど
の
美
し
き
情
話
の
欝

一
約
の

某
の
切
-
落
さ
れ
し
場
所
な
-
｡
白
楽
天
の
長
恨
歌
に

其
の
時
の
有
様
を
詠
み
し

春
塞
賜
レ

佑
準
滑
油
｡
温
泉
水
滑
洗
二
撮
脂
?

仲
兄
統

起
瞭
無
i

カ
｡
恰
是
初
受
こ恩
樺
5時
O

./)
い
へ
ろ
ば

､
固
ち
人
口
に
胎
乗
せ
る
研
､
華
糟
の
地

ビ
は
､
即
ち
駈
山
の
温
点
に
外
な
ら
す
｡
而
し
て
幣
山

の
温
兼
は
､
こ
れ
以
凍
長

へ
に
其
の
浮
名
を
世
に
溌
す

こ
.̂,J
ヽ
は
な
-
し
堤
-
Q
さ
れ
ば
惚
山
の
況
泉
に
排
す

･o
文
単
の
大
軍
は
.
殆
.,/J
証
取
懐
古
の
作
に
限
ら
れ
た

る
が
'
或
は
玄
宗

/̂J
蘭
塩
ビ
の
情
話
に
よ
-
て
'
称
に

駈
山
の
餓
鬼
に
多
-
の
文
勢
的
作
品
が
苑
さ

れ
た
-
ど

い
ふ
が
通
粁
B
な
る
や
も
知
ら
す
｡
総
じ
て
支
那
に
で
は

鹿
川
の
.縦
糸
に
削
す
る
文
殊

朝

田

竜

一

郎

我
が
紺
の
如
-
温
泉
の
至
る
所
に
湧
き
出
づ
る
こ
ど
な

け
れ
ば
'
罫
に
塩
鬼
の
覚
物
を
零
し
情
調
を
詠
み
た
る

詩
文
は
'
其
の
数
頗
る
乏
し
｡

抑
も
駈
山
の
温
泉
は
支
那
の
泥
泉
の
随

1
な
､り
｡
其

の
地
は
固
-
長
安
の
古
郡
に
近
-
p
自
ら
夙
-
世
に
顕

は
れ
し
こ
だ
は
疑
な
し
｡
何
れ
の
挽
泉
に
も
其
の
由
雄

に
就
い
て
は
秘
し
き
説
話
の
毎

へ
ら
る
ゝ
が
常
な
る
が

関
山
の
挽
鬼
も
亦
そ
の
例
に
漏
れ
ず
｡
水
躍
注
太
卒
御

璽
等
の
聾
に
引
け
ろ
尊
氏
三
森
記
･IJ
い
ふ
な
見
る
に
.

此
の
塩
魚
を
以
て
森
の
始
鼻
骨
の
時
に
始
め
て
湧
き
出

で
L
も
の
ど
な
せ
-｡
｡
其
の
説
に
云
ふ
p
茸
で
始
真
東

が
政
の
慌
山
に
遊
び
で
紳
女
に
戯
れ
L
が
'
帥
女
楼
其

の
非
藤
を
怒
り
で
唾
を
は
き
か
け
た
る
に
､
忽
ち
姶
良

碑
の
身
に
齢
を
投
じ
た
-
｡
始
点
斬
､
乃
ち
大
に
怖
れ

て
p
洗
-
榊
女
に
罪
を
謝
し
た
る
に
'
醐
女
は
此
の
湿

三
?

〓
l
七



地

球

泉

を

湧
き
附
き
し
め
て
'
始
皇
帝
の
密
を
洗
推
し
LJ
-

･,,J.

二
は
尉
-
1
の
説
話
た
る
に
過
ぎ
ざ
れ
で
∵
泰
の

始
皇
帝
が
其
の
三
十
五
年
に
始
め
て
憧
山
に
宮
殿
を
潜

み
し
./J
い
ふ
革
質
(,J
脊
せ
考
ふ
れ
ぼ
､
或
は
助
の
温
泉

の
決
.uJ拍
づ
る
こ
と
は
始
鼻
面

の
頃
よ
-
し
て
激

に
知

ら
る
ゝ
に
至
-
し
か
ど
も
思
は
る
｡
然
し
そ
は
何
れ
に

し
て
も
洗
代
以
後
の
書
に
は
往

々
慌
山
の
孤
泉
の
こ
ビ

散
見
し
た
-
｡
而
し
て
髄
山
の
温
泉
に
関
す
る
文
学
の

筑

7
に
現
は
る
ヽ
は
張
衝
の
温
点
賦
な
り
′ど
す
C
そ
の

全
文
次
の
如
し
｡

線
束
戯

井
序

陽
春
之
月
｡

百

草

菱

輩

.企
準

l速
行
?
願
望
有
レ

懐
｡
進
通
二
慌
山
叫
翫
二
温
泉
?

野

紬
井
?
風
二中
轡
｡

壮
･
朕
板
之
猫
美
?

畢

麗
化
之
所
γ

原
｡
戚
二
渋
滞
之

沓
施
?
乃
濁
レ
航
云
.

賢

二
中

城
之
珍
腫

一｡
無
二斯
水
之
紳

麗
?
捧
二
薗

谷

於

温

洲

･.せ
.

濯

二
目
月
乎

中
僚
?
港
.高
山

之

北

遮

り

慮
二
幽
犀
l以
聞
活
｡
於
レ

是
殊

方
扱
渉
｡
懐
奔
寒
路

｡

士
女
睡
其
餅
｡
華
紛
雅
沓

其
加
l
胴
｡
乱
日
｡

天
地

之
徳
革
レ茸
1生
舟
も
幹
出田
二菰
民

山蕗
〓威
成
1メサ
Q
エハ

夢
二
沓

鰐

f
班

三八
三

P

F<

究
搾
錯
有
こ疾
嘱
)や
｡
温
泉
泊
栗
以
洗
″
機
や
｡
絹
二

除
苛
愚
)服
･L年

鑑
…骨
｡
闇
哉
帝
載
促
二性

命
…骨
｡

張
衝
は
彼
の
術
京
の
膳
を
以
て
'
其
の
才
筆
の
班
園

に
追
随
す
る
を
許
さ
れ
し
者
､
其
の
芋
聾
に
な
-
し
曲

の
鳳
が
憶
山
の
況
泉
に
閲
す
る
長
音
の
文
学
的
作
品
ビ

し
て
現
存
す
る
は
､
ま
た
焼
山
の
紳
女
脅
し
て
聞
か
し

ひ
る
も
敢
て
不
満
は
無
か
る
べ
し
｡
こ
の
賦
中
に

｢
殊

労
政
渉
'
腰
奔
家
路
｡
云
々
.｣
だ
あ
る
は
'
後
漢
の
頃

A
-
し
て
'
既
に
諸
方
よ
り
千
里
を
達
し
と
せ
ず
港
治

に
凍
る
者
の
多
か
-
し
な
謹
す

べ
し
0
張
衝
の
後
同
じ

-
賦
家
ビ
し
て
文
名
を
馳
せ
た
る
晋
の
左
太
沖
は
p
其

の
有
名
な
る
醜
郵
蝿
の
中
に
'
亦
た
傭
山
の
渦
叔
堂
淋

み
て
'

温
泉
駿
涌
而
白
沢
｡
華
清
澄
i
邪
而
難
レ
悪
｡

三
吉
へ
る
が
.
機
に
二
句
の
こ
ど
な
れ
ば

､

別
に
取
立

で
言
ふ
べ
き
程
の
こ
,fJ
な
し
O
次
い
で
北
岡
の
灰
信
だ

王
遮
ど
の
二
人
に
各
々
温
蕩
碑
ビ
趨
す
る
文
あ
-
｡
流

石
に
作
者
が
作
者
だ
け
に
､
共
に
都
債
の
能
事
を
殻
-

し
.
殊
に
小児
信
の
-
の
は
而
白
け
れ
で
-
.
其
の
文
長

-
し
て
竹比
に
谷
山文
..-<9d妹
す
る
に
湛
一礼
がせ
る
は
遺
憾
打･bh
ノ



a
lだ
其
の
文
中
に

伸
求
刑
檎
莱
何
錠
O
三
月
則
桃
1g
共
下
'

北

ハ

色
挺
坊
｡

紘
琴

,五
幣芸
濃
?
北
ハ味
滋
溜
っ
鈷
頒
三

危

之
籍

め
康
の
太
宗
は
､
此
の
地
_二
温
鬼
･.;

.t
を
府
み

て帖
i
･

此

艇
に
巡
串
し
た
る
が
ー
大
小.S
に
温
血
蕗
の
仰

ゐ-
1

円

ら
錐
を
摺
ひ
て
､
之
を
碑
..C
に
副
し
た
ト
′J
然
る
に
非

腔
帝

於
軸

浦

?

色

目

こ

於
鉛

洋

.
｡

非
.･

紳

=3
-=
1
両

長

沸

｡
胡

･靴

油

l

而
鈎
弼
)

ご

い
へ
る
が
如

き
'
共
の

小放
坪

の
四
輪
口
付

L:5

ろ
に
幣

か
し

む
0
或
は
云
･&;

伽
抗

い
文
は
足

れ
彼
が
弘
農
の

郡
守
た
-
し
呼

の
作
に
係
る
./)0

れ
i
t
-
0

部 宮克 温雅御J.;三太 肝
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不
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､
従

妹
tiZ.-
虻
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ら
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∫
-

L

が

正
郎
仰
四

の

べ
リ
オ

鞄

将

が

動

地

の
.Iq
宅

よ

り
北
ハ
の

拓

本

と
推

滋

せ
･]
ろ

＼
も

の
を

弘
恩
は
即

ち
幣
混
血
の
所
加
地
の
古

畑
代
に
至
上

J
坪
山
の
.温
血
の
銘
は
大
に
斬

る
D
飴

掲
H
Q
親
政
は
捌
す
る
文
発

跨
兄
し
､
大
に
世

の

打

払

に

心

を

布

す
る
僻

を

昔

ば

し

た

も

滋
に
駕

展

ーこ

て

‥
.(

せ

る

は

北

ハ

の

山
部

分

な

-

ど

す
.
新
し
非
の

文
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華

t
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i
T
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蓑
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地

球

て
恕
説
す
る
ま
で
も
,hL
L
｡
但

だ現
存
す

る
研
七
位
に

四
十
八
行
に
過
ぎ
ず
し
て
p
全
文
の
知
-
得
ざ
る
を
憾

む
の
み
｡

太
宗
の
後
､
愛
敬
の
乱
の
起
る
ま
で
は
､
席
の
歴
代

の
天
子
､
屡

々
此
の
煤
山
の
温
泉
宵
に
巡
串
し
た
る
が

如
し
｡
殊
に
玄
宗
は
関
山
の
景
物
を
愛
し
p
天
資
六
我

碓
氷
の
温
泉
宵
を
増
築
し
て
名
を
準
清
音
と
改
め
'
毎

年
十
月
p
此
魔
に
串
し
､
翌
年
の
春
に
至
り
て
帝
都
に

還
御
す
る
か
･,例

f̂J
渇
せ
し
だ
い
ふ
0
さ
れ
ば
庸
初
の
毒

間
の
諸
公
に
は
､
多
-
鳳
盟
に
屈
従
し
て
頓
山
の
温
泉

に
遊
び
し
詩
を
伺
え
た
る
が
.
其
の
中
'
天
子
の
命
に

A
-
て
作

-
し
所
謂
旗
制
の
作
も
掛
か
ら
ず
.
露
に
其

の
二

二
を
例
示
す

べ
し
｡

奉
レ和
二
並
製
過
二瓶
助
丁

鄭

哉

泉

洛
川
方
旺
i
輝
.
豊
野
暫
停

′蛍
｡
蕗
点
燈
弗
涌
O
孤

谷
豊
知
i
塞

.
漏
激
依
一巌
畔
P
和

風

出
二
樹
端
リ｡
凝

周
遊
艶
レ
草
Q
山
月
親
臨
i
鞍
｡
日
用
誠
多
事
O
天
文

蓬
仰
観
｡

黍
〆新
二
温
泉
言
γ

志
鷹
御

張

説

滝
谷

亜
叩〓新
=3
.票
悌

山
横
二坐
丁東
山?
帆紺
地
兼
こ水
殿
?

鰐
こ
令

弟
Z
銚

二白

こ
こO

翠
木
暖
〓
個
官
?
起
レ疾
迩
二
仙
薬
?
無
レ
和
食

〓
避
功
?

飴
知
勇
舜
徳
｡
心
英
二常
人
】同
｡

侭
だ
か
ゝ
る
姦
閣
機
の
詩
は
､
何
人
の
手
に
出
づ
る
AfJ

も
'
其
の
命
意
'
多
-
は
千
着

7
律
た
る
を
免
れ
ず
'

購
読
の
大
手
筆
を
以
て
し
て
猶
こ
～
に
示
す
が
如
き
の

出
凍
兼
え
な
-
.
他
は
敢
て
列
蓉

す

る

の
要
無
か
ら

ん
｡嚢

虫
の
乱
､
漁
陽
の
煙
火
が

7
度
歌
集
の
夢
を
破
-

て
後
.
駈
山
の
温
点

は
'
稼
た
翠
葦
の
率
す

る
な
-
～

従
ら
に
詩
人
が
詠
史
懐
古
の
好
題
材
ど
の
み
な
-
て
.

従
姉
の
姦
間
鴨
の
詩
は
固
-
張
衝
の
膳
p
贋
信
の
碑
の

如
き
の
作
品
を
も
見
る
こ
ビ
汀
bL
.
予
は
そ
れ
ら
汗
牛

充
棟
の
詠
史
懐
意
の
作
の
中
'
尤
も
王
鍵
の
温
兼
営
t,J

題
す

る
七
音
を
喜
む

｡
其
の
詩
に
云
-
.

十
月

7
日
天
子
凍

｡

育
純
御

路

無
二塵
瑛
?
営
商
内

蔑
沿
各
別
｡
奉
職
白
玉
芙
蓉
開
.
朝
元
門
向
山山

上
l

起
｡
城

続
二青

山
】鶴

暖
レ

水
｡
夜
開
こ
金

殿
L夢

虫

河
?
官
女
知
i
憂
月
明
遜
〕

武
豊
得
レ
仙
玉
砕
去
｡
山

鶏
登
場
宮
中
樹

｡
温
泉
軌
抽
出
レ
常
流
｡
官

位
年
率

修

,玉
楼
J3
秒
耶丘
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覇
?
梨
園
弟
子

レ
曲
縛
｡
萌
白
人
間
敬
二歌
射
-0

こ
の
件
覇
王
麹
は
骨
詞

の
作
に
於
て
古
今
の
名
手
ビ

雅

さ
る
ゝ
者
､
此
の
碑
の
舘
は
彼
が
絶
技
の
櫓
場
ビ
綱
す

べ
し
｡
彼
に
は
又
華
精
密
だ
題
す

る
絶
句
あ
-
､
努
め

て
容
官
婆
滝
の
状
を
寄
せ
rJn
C
云
ふ

行
義

江

南
数
十
程
O
暁
風
残
月
入
∵
華

清
?
朝
元
閲

上

関
風

急
｡
都

八

二長
梯

1年

南

野
?

ど
.
足
れ
蓋
し
三
股
詩
の
努
頭
に
載
銑
せ
ら
れ
て
.
今

日
兄
義
の
滑
は
髄
-
誼
涌
す
る
所
p
魚
雷
だ
い
へ
で
も

基
の
細
別
は
前
の
孤
束
営
ビ
題
す

る
音
詩
Jyj
舟
同
じ
Q

別
に
華
描
腎
の
懐
古
の
詩
に
て
予
の
変
詞
描
か
ざ
る
も

の
に
杜
牧
の
五
首
あ
-
｡
そ
の
詩
三
十
韻
を
重
ね
.
頗

る

長
篇
な
れ
ば
露
に
は
判
変
せ
ん
･も
.

歌
吹
千
秋
節
.

耀
責
八
月
摸
｡

紳
仙
高
標

紗
｡
損
保

砕
丁
皆
｡
温
暖
涌
胎
銃
｡
雲

蛤
惹

二紛
悪

?
蝋
鼠
滋
･

r

発
振
?

清

消
照
二
紅
放
?
楯

泰

塗
憲

章
o
歌

娯

歳
月

長
J
月
間
二
仙
曲
調
?
蒐
雅
1鮮

衣
裳
?

･!,
て
.
極
力
開
元
の
天
子
が
盛
事
を
赦
し
p
晃
に

山
軸

L
T
t

喧
呼
馬
鬼
血
D
零
落
御
株
槍
.
傾
圃
留
無
レ
路
｡

還

鳩
山
の
州…
泉
に
朋
す
る
文
揮

魂
怨

レ看
ー春
日｡
濁
蜂
研
修
渡
｡
藤
樹
速
徹
訴
肘｡

ご
て
'

嚢
虫
の
乱
の
傍
訓胴
に
入
-
'
最
後
に
及
灯ん
で
瓜執

政
の
光
波
を
述

べ
'

碧
懲
賂
i
揺
レ
日
.
般
東
軍
群
霜
O
送
水
傾
二瑞
相
?

疏
風
酵
二
義
房

?
蕗
城
殉
教
索
..J
片
段
薪
放

置
｡
鳥
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史

懐
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史
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伐
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塵
に
撃

の
ら
ざ
れ
で

､
復
た

樺
に
出
色
の
も
の
如
き
を
如
何
ん
せ
ん
.
却
て

王
姓
に

叉
た
華
清
宵
だ
願
す
る
絶
句
あ
-
､
云
ふ

酒
慢
高
楼

JT
富
家
｡
宮
前
楊
柳
寺

前

花
｡

内
園
分
二

碍
渦
湯
水
rT'
二
月
中
旬
巳
進
瓜
J

.･J,
｡
藤
藤
拙
堂
は
曲
の
詩
を
絶
句
葡
選
に
収
め
で

嘉

民
党
人
骨
声

予
云
J
茸
竿

上
州
伊
香
脱
兎

?

見

二
瓜
熟
議

レ
之
｡
土

人
謂
下
引
二
温
泉

鹿

無

知

ま
建

詐
不
γ
萎
.L
言

云

へ
る
が
'
以
て
彼
我
視
点
地
の
風
俗

節
二
番

節

山

野

二
三

蔓

芝

の
和
似
た
る
あ
る
を
謹
す

べ
-
p

普
通
の
詠
史
懐
首
の

凡
作
を
讃
む
よ
-
ほ
戯
味
苗
侶
せ
-
.

願
Å

に
駈
山
の
孤
鬼
に
闘
す
る
文
轡
､
大
抵
上
に
述

ぶ
る
所
に
基
-
｡
著
し
叢
に
之
を
詞
曲
小
説
の
新
に
求

め
ば
.
或
は
衛
は
意
外
の
牧
撃

の
る
や
を
促
し
斯
き
も

予
は
住
に
長
生
殿
樽
奇
の
外
に
は
知
る
研
な
し
.
即
ち

長
生
脇
侍
奇
に
窺
洛
ビ
題
す
る

Z
轡

の
-
､
真

等

楊

黄
東
だ
が
舶
擁
し
て
健
山
の
温
泉
に
入
洛
せ
し
桝
を
,

倖
側
の
官
女
が
解
か
に
院
見
す
る
場
所
な
-
｡
其
の
入

碑
の
妙
肇
は

〓
尚
能
-
人
を
し
て
伐
惚
魂
鎗
せ
し
む
｡

蓋
し
駈
山
の
温
泉
に
関
す
る
文
寧
ビ
し
て
､
苧

b
濃
艶

の
鯖
趣
に
富
め
る
も
の
,ど
す
｡

臨

滝

聾

活

宵

温

泉

作
六
首

比
布
捷
鵜
晩
白
棒
｡

山
下
亭
園
秋
柳
黄
｡

碧
障
嵯
峨
滑
水
渚
｡

来
向
河
南
節

l
程
o

馳
山
秋
色
娩
蒼
把
｡

饗
通
商
両
室
中
央
｡

千
円
想
像
盈
丁華
春
.

仙似
風
紐
月
入
華
括
り

降
軍
機
罷
陣
後
膝
O

玉
驚
金
雁
暮
藤
並
｡

チ
今
山
下
況
泉
滑

`

勝
連

敗
山薬
部
州
々
継
甘｡

鈴

木

豹

軒

先
訪
玉
章
供
奉
傷
.

混
是
庸
朝
薯
妃
温
.

不
洗
先
腹
洗
旗
塵
C

仙阿
似
惨的
紙叩
私
班
岬邸
｡


